「合併記念の森」施設管理運営規程

（目的）

第１条　本規程は、「合併記念の森」森づくり実施要綱（以下、「要綱」という。）に基づき、京都市京北市有林（以下、「合併記念の森」という。）において企業や市民団体等（以下、「団体等」という。）が合併記念の森内の施設を利用する際の手続き等を定める。

（施設の名称及び位置）

第２条　合併記念の森に設置する施設の名称及び位置は次のとおりとする。

	名称
	位置

	管理棟（バイオトイレ含む）

作業棟（バイオトイレ含む）

東谷小屋（バイオトイレ含む）

矢谷小屋（バイオトイレ含む）
	右京区京北熊田町笹原峠
右京区京北熊田町笹原峠
右京区京北熊田町東谷
右京区京北下弓削町矢谷奥


２　その他関連施設の名称は、次のとおりとする。

	用途
	名称

	管理道路
	管理棟連絡道、笹原峠線、大迫線、東谷線、矢谷奥線、塩田西山線、各支線

	散策歩道
	管理棟連絡歩道、大迫歩道、五本松歩道、東谷歩道


３　施設の鍵の管理者は、次のとおりとする。
	京都市産業観光局農林振興室

	京都市産業観光局京北・左京山間部農林業振興センター


（利用の手続き）

第３条　合併記念の森でイベント等の開催を希望する団体等は、前日までに別紙様式第１号を市長に申請するものとする。ただし、複数の団体等の利用が重なった場合は、申請順に利用を認めることとする。
２　市長は、前項の規定による申請内容について、利用を認めるときは、別紙様式第２号により申請者に通知するものとする。

３　利用施設の鍵については、原則、イベント当日に施設の鍵の管理者から賃借するものとする。なお、賃借した鍵は他人へ譲渡・貸与を行わず、利用後に当該施設を清掃し、速やかに返却すること。
４　イベント等を実施後、速やかに別紙様式第３号により市長へ報告すること。
附則

　この規程は、平成２４年１０月１７日から施行する。
附則（令和７年３月３１日改正）
　　この規程は、令和７年４月１日から施行する。
様式第１号（第３条関係）
「合併記念の森」施設利用申請書
	（宛先）京都市長
	令和　　年　　月　　日

	申請者の住所（団体にあっては、主たる事務所の所在地
	申請者の氏名（団体にあっては、名称及び代表者名）

	
	担当者の氏名
電話


	　「合併記念の森」施設管理運営規程第３条第１項に基づき、次のとおり申請します。

	当日の責任者
	□上記担当者と同じ
□その他（氏名：　　　　　　　　連絡先：　　　　　　　　　　）

	目的及び
活動内容
	□イベント開催（事業名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他
（入林予定者　　　名）

	利用範囲
	別紙位置図のとおり

	利用期間
	令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日まで

	利用施設
	□管理道路
□管 理 棟（□バイオトイレ）
□作 業 棟（□バイオトイレ）
□東谷小屋（□バイオトイレ）
□矢谷小屋（□バイオトイレ）

	誓約事項
	□管理道路の使用に際しては、その他の入林者の通行を優先します。
□事故の未然防止のため万全な対策を講じます。なお、活動中に事故が発生した場合は、申請者の責において処理します。
□利用した施設は、利用後に清掃します。
□施設及び管理道路等を損傷させた場合は、申請者の責により修繕します。


※目的がイベント開催の場合は、主催者の概要や事業計画書等の資料を添付することとし、実施後は実績報告書（様式第３号）を速やかに提出すること。
様式第２号（第３条関係）

令和　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　様
京都市長
担当　産業観光局京北・左京山間部農林業振興センター
TEL:０７５－８５２－１８１７
「合併記念の森」施設利用承認通知書
令和　　年　月　　日付けで申請のあった「合併記念の森」施設利用申請について、その内容を適当と認めましたので、通知します。
様式第３号（第３条関係）

「合併記念の森」イベント開催実績報告書
	（宛先）京都市長
	令和　　年　　月　　日

	報告者の住所（団体にあっては、主たる事務所の所在地
	報告者の氏名（団体にあっては、名称及び代表者名）

	
	担当者の氏名
電話


	　「合併記念の森」施設管理運営規程第３条第３項に基づき、次のとおり報告します。

	名称
	

	利用期間
	

	入林者数
	　　　　　　　　人

	実績
	


※　活動内容がわかる資料や写真等を添付すること。
